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凸凹なライフをおくる
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今号のトピックス

・ 【 報告】 PASE AWARD 2025 受賞
・ 【 報告】 沖縄県自立生活センター・ イ
ルカを訪問しました

・ 【 ご案内】 1/12「当事者会の運営を 支
える人をひろげるために」 （ハイブリッド）

・ 【 ご案内】 2/12「 合理的配慮の考え方」
（ オンライン ）

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP ： https://unevennpo.wixsite.com/decoboco

FB ： https://www.facebook.com/uneven.npo

Twitter ： https://twitter.com/uneven_npo

Mail ： uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告

患者と保護者の主体性を高める、当事者団体による
発達障害のある子どもの医療の実際に関する調査提言事業

PASE AWARD 2025 受賞団体に選出されました

凸凹ライフデザインは、EFPIA Japan患者団体支援プログラム「PASE」第8回PASE AWARD 2025受賞団体

に選ばれました。8月の最終選考会でのプレゼンテーションを経て、今回は５団体が選出されています。ご支援をい

ただいた皆様、ありがとうございました。

10月20日に帝国ホテルにて開催されたEFPIA Dayでの授与式に参加しました。5つの患者団体が受賞し、これ

から約1年プロジェクトを展開していきます。

当団体は「患者と保護者の主体性を高める、当事者団体による発達障害のある子どもの医療の実際に関する調査

提言事業」を実施します。関連する制度等の情報収集と整理、当事者の保護者へのインタビュー等を計画していま

す。これから、ますます多くの方々のご協力をいただきながら、より良い取り組みとできるよう、受賞を励みに改め

て注力いたします。

祝十
周年

１０月２０日 EFPIA Day（PASE AWARD 2025授与式・レセプション）にて

沖縄県自立生活センター・イルカを訪問しました

１１月１９日、沖縄県宜野湾市にある沖縄県自立生活センター・イ

ルカを、精神障害当事者会ポルケ、全国「精神病」者集団のみな

さんと一緒に訪問する機会をいただきました。スタッフの早坂さ

んや当事者として活躍されているみなさんと、精神障害や発達

障害のある人の自立生活についても、地域性も含めて具体的な

お話ができました。

懇談後には、名護市にある北部自立生活センター希輝々（きら

ら）の新垣さんたちとの再会もありました。昨年亡くなられた、

沖縄の当団体会員の方を忍ぶこともできました。今後も交流を

深めていきたいと思います。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

ご案内
「合理的配慮を求める」をテーマに

寄稿を募集しています

ご案内

202６年1月1２日（月祝）１３:３０～1５:３０ ハイブリッド開催
当事者会の運営を支える人をひろげるために
～経験から学ぶ、これからのヒント～

当事者会きなっせ！九州の運営サポートをしています

福岡市の発達障害当事者グループきなっせ！九州

は、当団体の障害当事者会センターが運営のサポー

トをしています。毎月１回、当事者以外の方も参加で

きる時間も設けています。ぜひご参加ください。

お申込は
こちら

発達障害や精神障害などの当事者会は、互いの経験を分かち合う大切な

実践です。しかし、運営の担い手が限られ、活動の継続が難しい会も少な

くありません。そこで今回、当事者会の運営者および運営経験者を招き、

「協力者をどう増やしてきたか」「どんな工夫や苦労があったか」をテーマ

に経験を共有します。「支える人をどう育むか」「共に運営する関係をどう

つくるか」という観点から、当事者会運営のリアルな知恵を分かち合う機

会とします。皆様のご参加をお待ちしています！

○話題提供

藤原 千奈さん（岡山・発達障害当事者会「わ」の会 代表）

長谷川 司さん（東京・空色のアトリエ 代表）

＊話題提供いただくお二人はオンラインでの登壇になります。

○指定発言

福岡・発達障害当事者グループきなっせ！九州メンバー数名

○司 会

山田 悠平さん（一般社団法人精神障害当事者会ポルケ 代表理事）

企画協力：一般社団法人精神障害当事者会ポルケ

協力：発達障害当事者グループ きなっせ！九州

助成：一般財団法人YS市庭コミュニティー財団

『合理的配慮の求め方』冊子発行の報告会に合わせて、合理的配慮に関する学習会を開催

することとなりました。オンラインで実施しますので、遠方の方にもお気軽にご参加いただ

ける機会です。当事者として、また当事者と共に生活している皆にとって、毎日に生きる

学びの機会です。ぜひお気軽にご参加ください。

■2026年2月12日（木）20時～21時 オンライン（zoom） ・定員30名 ・参加無料

■講師 山田悠平さん（一般社団法人精神障害当事者会ポルケ代表理事）

○公益財団法人太陽生命厚生財団2025年度助成事業

2026年1月18日（日）までの

募集です。お陰様で多くの方に

ご関心をお寄せいただいていま

す。ご寄稿いただいた方へは、

発行する冊子1冊を贈呈いたし

ます。当事者の方はもちろん、

様々な立場の皆様

からのご寄稿をお

待ちしています。

募集要項ページ

ホームページ
202６年２月１2日（火）20:００～２１:００ オンライン学習会・報告会

合理的配慮の考え方～改めて、合理的配慮とは？～

お申込はこちら

合理的配慮とは何でしょうか？社会モデルとは、合理的配慮とは。

背景やポイントを学び、明日からの生活に生かしましょう。

「休む」啓発冊子発行予定

フランスベッド・ホームケア財団助成事業として「休む」をテー

マとした啓発冊子を作成しています。年明けの発行を目指し

鋭意編集中です。発行の際はホームページ等でご案内します。

ご希望の方へ郵送しますのでお気軽にお問合せください！
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